








キャンプ 実 施 報 告

1. ダイバーシティ・きっかけコミュニケーション

プログラムのねらい
　ダイバーシティの理解を深めるため、各障がいの特性を理解してもらう。それにより、各障がいに必要な
配慮について気づきを得る。また、参加者間の「緊張」や「壁」をなくし、コミュニケーションを円滑にする。

　「聴覚」「視覚」「肢体（車いす）」「こころ（精神・
知的障がいなど）」について、各グループの講師より、
障がいの特性やサポート方法、コミュニケーション
方法の説明を行いました。
　参加者には、実際に特性がある人の立場になって、
情報の壁、視覚障がいの手引き方法、車いすのサポート

方法、コミュニケーション方法等を体験してもらいまし
た。また、同じ種類の障がいのある人でも、一人ひとり
に最適なサポート方法は異なるため、相手とコミュニ
ケーションをとりながらサポートすることが大切である
との説明がありました。

6



2. ユニ・キッチン

プログラムのねらい
　班で協力して料理を作ることで、メンバーの特性・個性・能力について相互理解を深める。そして、その
理解から役割分担や、チームワークの重要性を学びユニキャンでの生活が充実したものになるようチーム
ワークを高める。

　今年のメニューは、『ユニ汁（豚汁）』でした。
　八丈島の福祉作業所「ちょんこめ作業所」のメンバー
が調理に加わり、メンバーの特性・得意・不得意を考え
ながら役割分担を決めました。包丁使いが苦手な人がい
る一方で、目の見えない人が野菜を手際よく切る光景が

あるなどして、多くの気づきを得ることができました。
   今年のユニキッチンでは、調理時のかまど利用をとて
も協力的に行えました。火がなかなか起こせない班が
あった時も他班が協力していたり、和やかな雰囲気で調
理を行いキャンプ自体のチームワークが深まりました。
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キャンプ実施報告

3. ダイバーシティ・どっぷりコミュニケーション

プログラムのねらい
　異なる価値観・視点をもった人々とじっくりコミュニケーションをとることで、その違いや特性を理解する。
自己の視野を広げ、社会の中で互いを活かす方法や仕組みを考えるきっかけとする。

　会場を三根小学校に移して行う、キャンプのメイ
ンプログラムです。参加者はグループに分かれて各
部屋を巡り、部屋の「主人」からその特性に関連す
る話を聞きます。その後、知りたいと思うことはど
ん な こ と で も 質 問 し て よ い、 と い う ル ー ル の も と、
参加者と主人によるディスカッションが行われます。

主人は参加者の中から選ばれ、順番に話をします。
　各部屋では、様々な生活スタイル・価値観・視点
を持った主人の話に刺激を受け、次々に質問が出て
いました。各部屋を一通りまわった後は班で集まり、
各自聞いた話を共有することで、新たな気づきを得
ていました。

　聴覚に障がいがある方の部屋です。
　電話ができないことで聞こえる友だちと距離が出来てしまったこと、IT の普及の
お陰で困らなくなったこと、などのお話がありました。
　別の主人は軽い難聴のため、一対一の会話では困らないものの、それゆえに障がい
を理解してもらいにくく、会議などの場でとても困っているという話がありました。

　「幼少期は気にしなかったが、中学校にすすむと友人同士の会話のテンポが速まり、
会話について行けず、一緒に笑うことができなくなった。いまは映画でもテレビでも
字幕など情報保障が増えたので、一緒に笑えるようになった」この話より、情報を共
有することは生活を豊かにすることにも通じると再確認できました。

　車いす使用者や、動きに不便がある方の部屋です。
　身長が 120cm ほどの低身長の主人からは、子供時代の体験談を通して、周囲がど
んどん成長していく中、自身の身長が伸びないことへの葛藤があった反面、周囲が
自然に接してくれたことへの感謝が語られました。好きになる人は身長の高い人な
のかという参加者からの問いには、やはり自分にないものを求めるといった回答も
あり、共感するといった声があちこちからあがっていました。

　電動車いす使用者の主人は「以前の職場では親切にもされたが扱いがザツに感じた
こともあった」ようです。それは「仕事に対するフィードバックがなかったとき」に
強く感じたそうです。仕事に対して「感謝」も「要求」も無かったことがそう思わせた
ようでした。そのことから、「感謝」はもちろんだが、障がいの有無にかかわらず仕事で
はしっかりとした「要求」をすることも相手を尊重することになると学びました。

動き

音

の部屋

の部屋
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　視覚に障がいがある方の部屋です。
　会社員として働く一方主婦として家事もこなす全盲
の主人からは、家事や日常生活での工夫や便利な製品
などについての紹介がありました。特に、ドレッシン
グやジャム、シャンプーなど、身近なものにも触って
わかるよう点字などの印がついているものがあるとい
うことを初めて知った参加者も多かったようです。 　人それぞれの目に見えない色々な悩みや日々の生活で

の出来事を話していただきました。
　ある主人は、不眠によるアルコール依存から家族の
支えで見事に復活した話をしてくれました。それを聞い
た参加者は、自分も親に対して大きな力になれることを
再発見していました。
　発達障がいの主人へ参加者から、世界的に有名な成
功者の中に発達障がい者が多いと聞くが、という質問
があり、主人は、個々の成功の裏にあるのは障がいで
は無くて努力なのでは、と話してくれました。

　ある精神障害の主人
１．うれしい、楽しいが勝つときがくる
２．SOS は早く出す
３．気持ちのハードルをさげる

　 こ れ が 己 を 守 る こ と に な る、 と 話 し て く れ ま し た。
楽しいと思う気持ちを大切に、周囲の人々や自分自身
を素直に受け入れていけば、自分ももっと生きやすく
なれるのかもしれないとのお話でした。

　八丈島に住んでいる方々からお話をしていただきま
した。
　 八 丈 島 の 歴 史 や 文 化、 豊 か な 自 然 と 温 か い 人 々 に
囲まれた八丈島での生活について話していただきまし
た。就職のために本土に行ってしまう若者たちの話や、
島を大切に思う気持ちなど、胸が熱くなるお話でした。

　離島という距離的な障害が常にある、移住者受入れ
にむけて、空き家の使い方が今後の課題である、とい
うお話もありました。

八丈

関わり

光

の部屋

の部屋

の部屋
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キャンプ実施報告

4. 選択プログラム

プログラムのねらい
　11 のコースから選択したプログラムに参加。班のメンバーとは異なる多様な参加者と一緒に楽しみつつ、八
丈島の自然・文化などに触れることで、多くの気づきを得る。

　参加者が温泉・郷土料理・八丈太鼓・工芸体験・
スノーケリング・海水浴・ヨガ・サイクリングの中
から選択したプログラムを、班の垣根を越えて一緒
に楽しみます。キャンプ場を離れて八丈島の各所に

行き、自然や文化に触れました。また、自由に参加
者同士で交流し、お互いの特性の理解を深めたこと
で、新しい発見や気づきが得られました。
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5. ユニバーサル盆踊り

プログラムのねらい
　地元住民の方々にも気軽に参加していただき、地域との交流を図るとともにダイバーシティ体験を一緒に
楽しむ。八丈島の文化や特産品など、島の魅力を味わう。

　ユニキャン名物お楽しみイベント、ユニバーサル
盆踊り。三根小学校の体育館で、八丈島の皆さんも
参加して一緒に盛り上がりました。今年も八丈島の方
たちによる伝統芸能やフラダンス、ちょんこめ作業所
の皆さんによる『さんさ踊り』、キャンプ参加者の手
話パフォーマンスなど盛りだくさんでした。司会は手
話と音声の 2 人で掛け合いをしながら進行しました。
　見えない人にはみんなで踊りを工夫して伝えたり、

聴こえない人が力強い太鼓を叩いたりして、大いに
盛り上がりました。今年は特に、選択プログラムで
地元の方から八丈太鼓の講習をうけた参加者が成果を
披露したのが印象的で、島の人たちもその上達ぶりに
驚いていました。
　 地 元 の 家 庭 料 理 や、 地 酒、 ち ょ ん こ め 作 業 所 の
手作りのバッグや手ぬぐいなどの出店も大盛況で、
楽しい空気が会場を包んでいました。
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キャンプ実施報告

6. ダイ・バー

プログラムのねらい
　普段の生活で、あまり一緒に過ごすことのない聞こえない人、見えない人、車いすユーザーと一緒にお酒を
飲んだり食事をしたりすることで、お互いに特性を理解し、バリアとは何か、バリアフリーとは何か、など、
踏み込んだ話ができる機会を作る。

　ダイ・バー（夜のダイバーシティ・コミュニケーション）
は満天の星の下で他の班の参加者と交流ができるプログ
ラムです。その日のプログラムを通じて感じたことや
気づきをたくさんの人と話し合うことで、さらに新た
な気づきを得られました。

　毎年恒例の「サイレント・バー」「バー・イン・ザ・ダー
ク」に加えて、今年は二人の車いすユーザーがマスター
の「スナック底土」をオープンし、お酒をストローで
飲む経験をしました。

　二人の車いすユーザーがマスターとなり、手で
カ ッ プ を う ま く 持 て な い と き の ス ト ロ ー で 飲 む
方法を紹介し、みんなでストローでビールを飲む
と い う な か な か 普 段 の 生 活 で は で き な い 体 験 を
楽しみました。

　音声会話をしない代わりに、身ぶり手振りで表してみ
たり、ホワイトボードを使って会話を楽しむ。手話が
出来なくてもコミュニケーション豊かに楽しめました。

　目隠しをして会話やお酒を楽しむ。普段目から得る
情報を省いて純粋に味覚や嗅覚だけで感じるお酒の味
はまた格別でした。

スナック底土

サイレント・バー バー・イン・ザ・ダーク
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7. ユニバーサル・スポーツ

プログラムのねらい
　参加者それぞれの特性を活かしたスポーツのルールをつくったり、工夫したりしながら一緒に体を動かして
楽しめるスポーツを体験する。

　ペタンクとは、鉄球をどれだけ標的に近づけられるかを
競うスポーツです。基本のルールはありますが、参加者の
特性に合わせてルールを変更し、ユニバーサルスポーツと
して楽しみました。
　 特 に 今 年 は み ん な が 目 を つ ぶ っ て 見 え な い 体 験 を し な
が ら、 仲 間 の 拍 手 で 方 向 や 距 離 を 測 り、 球 を 投 げ る 光 景
もありました。
　各班が一致団結し、熱の入った試合状況で大変盛り上が
りました。特性に関係なく、一緒にユニバーサルスポーツ
の楽しさを体験できました。

　キャンプ場から海まで、様々な特性の
人と一緒に歩いてみることで、サポート
や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 方 法 な ど 特 性
を理解し、気づきを得ることができまし
た。参加した方々は八丈島の気持ち良い
朝の風を感じ、清々しい笑顔でした。

ペタンク

朝のユニバーサルウォーキング
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キャンプ実施報告

8. 振り返り

プログラムのねらい
　キャンプでの体験を振り返り、各自の気づきを班内で共有するとともに、他の班の気づきも共有し、
これからその気づきをどう活かすのかを考え、今後の行動につなげる。

　キャンプ初日に各班では、初めて会ったメンバーと
話し合いながら班名を決め、その思いを込めたフラッグ
をつくりました。このフラッグに、様々なプログラムや
体験を通じて気づきを得るたびに、各自で少しずつ書き
込むことで、3 日目の最終日には素晴らしい「気づき
フラッグ」となりました。
　お互いに書き込んだ内容を班内で共有し、班ごとに
前に出て、どんな気づきを得られたか発表を行いま
した。発表を聞き、他の班の気づきを共有すること
により、そこからまた新たな気づきを得られました。
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9. コラム
情報保障

　今年のキャンプでは手話通訳に加えて、文字情報を必要とする参加者のために音声を文字化するスマー
トフォンアプリを紹介しました。ある特定のツールでは無く各自が既に使用している使い慣れたアプリを
使うことでスムーズなコミュニケーションが班の中で出来たと思います。これをきっかけに各自が使って
いる様々な情報保障ツールを紹介し合う場面もありました。
　要約筆記に関しては全ての班が経験することができ、話し言葉を
文字にすることの難しさと必要性を体験しました。
　様々なツールを使い、キャンプ最終日にアプリ、ホワイトボード
など人それぞれにあった情報保障ツールを使いこなしていました。
　見えない方に向けては例年通りキャンプ場にガイドロープを設け、
またキャンプ場のトイレやシャワーの位置など理解しやすいように
触地図を用意しました。

キッチン

　 献 立 は 八 丈 島 の 食 材（ 海 風 し い た け、 海 風 き く ら げ ） を 活 か す
よう考えました。また、気温・天候によって参加者の皆さんの食欲
や水分摂取量が大きく変わるので、提供する食事量や飲み物の量の
調整に配慮しました。本年は天候にも恵まれたためか、例年よりも
皆さんの食欲は旺盛だと感じました。
　キャンプ期間中は、八丈島の方から食材や調理器具を提供いただ
いたほか、ご飯の炊き出しや調理のお手伝いにも入って頂くなど、
キャンプ運営に強力なサポートをしていただきました。

設営

　今年はグループワークサイトのテント側面にヨシズを張ってみました。例年午後の日差しが暑く、西側
の班はとても暑かったと思います。今年は天候に恵まれたこともあり、より日差しが強かったため、ヨシ
ズが日陰をつくり、快適にグループワークできるよう、工夫しました。
　そして、閉村式後の撤営作業は多くの参加者と八丈島の皆さんの
力で素早くできました。使用したキャンプ場や道具をきれいにする
ことは次のユニバーサルキャンプを開催しやすくなる取り組みの一
つです。体力に自信がない方や目の見えない方には使用した道具を
きれいに洗っていただくなど、参加者の特性にあった役割分担を行
い、撤収作業にも多くの新しい気づき得られました。
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企 業 研 修 プログラム 実 施 報 告

1. 事 前 研 修

プログラムのねらい
　キャンプ研修での実践、学びをより充実させるための準備プロセスとして、ダイバーシティについての
基本的な考え方、多様な人材の力を引き出す支援型リーダーシップの考え方を講義で学び、多様な講師陣
との対話プログラムをワークショップ形式で行う。

　最初に「ユニバーサルキャンプ in 八丈島」の趣旨説
明、ダイバーシティと支援型リーダーシップに関する講
義が行われました。その後、職場や仕事におけるダイバー
シティの現状と課題の把握、自己の特性を振り返るワー
クなどを行ないました。
　昼食時には、視覚障がいの食事とサポート体験を
行いました。その後、様々な障がいのある講師や外国人
の講師から話を聞いたり、サポートを体験したりする

コミュニケーションプログラム「ルーム・オブ・ダイ
バーシティ」により、様々な特性について理解を深め、
多様なメンバーとの協働に必要な工夫や配慮を学び
ました。コミュニケーションの方法を事前に学べた
ことで、キャンプへの不安が解消し、より楽しみに
なったようでした。最後にキャンプ研修での具体的
な行動目標を受講者一人ひとりが考え相互に共有し、
事前研修を締めくくりました。
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2. キャンプ 研修

プログラムのねらい
　事前研修での学びを活かし、自ら定めた行動目標を実践する。多様な参加者と様々なプログラムを共に
体験し、またグループ活動ではリーダーとなりグループをまとめていく。

　1 日目、2 日目の夜に、その日の振り返りを行います。
支援型リーダーシップの実践について、事前研修で定め
た行動目標に沿って “ できたこと・できなかったこと ”
を振り返るとともに、気づきや感じたことを企業研修
参加者同士で共有しました。一人ひとりが自身のこと

を振り返り、それを言葉にして相手に伝えること、対話
を通じて、理解や意識が一層深まります。また、お互い
の経験・気づきから、次の日に何にどう取り組んでみる
かを考え、よりよい実践につなげました。 
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企業研修プログラム実施報告

3. 事 後 研 修

プログラムのねらい
　事前研修、キャンプ研修を通じて得た気づきを出し合い、他者の視点を共有することで学びを深める。
また研修の集大成として、キャンプでの体験、気づきをこれからの実務に活かすためのワークショップを
行う。

　参加者はキャンプ以来約ひと月ぶりの再会でしたが、
お互い懐かしい友に会ったような笑顔であいさつし、
和やかなムードの中で研修が始まりました。
　最初は、キャンプでの自身の体験を振り返り、相互
に 感 想 や 気 づ き を 出 し あ う グ ル ー プ ワ ー ク。「 ダ イ
バーシティの向こうにまたダイバーシティがあった」

「誰もが違って当たりまえということを自然に受け入れ
られた」等、お互いの気づきが共有されました。その
後は、ケースに基づいて支援型リーダーシップの実践
についてグループ討議。午後は、ブラインドスクエア

のアクティビティを通じて、チームビルディングの
実践、伝えることや周囲への配慮のしかたの難しさ
を実感し、自身のふるまいにおける課題をそれぞれ
に発見しました。そして最後は、体験を仕事に活かす
ワークショップ。自身の仕事、職場における課題に目
を向け、明日から具体的にどのようなアクションを
起こすかをまとめ、グループ内で共有しました。最後
に今後自分が何をするかを１人ずつ宣言して、企業
研修プログラムは終了しました。
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参 加 者 の 声

キャンプ参加者にアンケートに回答していただきました。

キャンプ全体を通していかがでしたか。

キャンプの印象を教えてください。

プログラムの量はいかがでしたか。

また参加したいと思いますか。

● 行けない Bar があって残念だった。来年行きます。
● 心地よい疲労感
● 良い取組なので、毎年継続してほしい。
● 多くの方々とお話しをすることができました。
● ユニキッチン、ちょんこめさんとご一緒できてうれしかったです。
● 年上の方とこんなに楽しく自由に話せたのは初めてでした！とってもとっても楽しかったです！
● 今回も楽しませながら学びました。ありがとうございました。

キャンプアンケート

参加者のコメント（原文のまま記載）

すごく良かった
75.6％

楽しかった
86.3％

思う
90.5％

良かった
58.3％

良かった
22.0％

わからない
9.5％

物足りない
3.6％

すごく疲れた
5.4％

その他ご意見
3.6％

無回答
1.2％

まあまあ
2.4％

まあまあ
25.0％

多かった
16.7％

19



参加者の声

本研修は、総合的に見て有意義なプログラムでしたか。

事前研修 キャンプ研修・事後研修

参加者のコメント（原文のまま記載）

● キャンプだけでなく事前、事後研修がある事が良
かった。キャンプに理解して臨むこともできたし、
キャンプ後の１か月後に振り返る事もできて良
かったです。5 日間本当にお世話になりました。

● 普段、中々出会うことができない人たちと日常
以上に不便な生活を送ることで、得ることはとても
大きく、とても貴重な時間でした。研修はとても
学ぶことが多いけれど、体験しながら学べたので
良かったです。一人一人違うのがあたり前、できる、
できないよりも挑戦する姿勢が大切。

● ユニキャンの１か月後に行ったことで、忘れてい
たことなどを思い出せて良かったです。また、こ
の研修を通して、改めて支援型リーダーの大切さ、
難しさを感じました。今後は社内や知人に今回の
体験や感じたことを伝えていきたいです。

● 「ケース」と「ブラインドスクエア」をとおし、
自分の考えだけにとどめず、他の人々の考えを
聞くことで、新しい発想を得ることができた。
自分のリーダーシップのとり方、「あまり出しゃ
ばってもよくない」と思ってしまうことの良い点
悪い点を知ることができた。

● 縄のアクティビティは、色んな気づきを得られる
内容でした。ケーススタディでは、様々な立場
の方について考えることができたと共に、自分
と違う意見が沢山聞けてよかったです。

● 新しい視点で多様性の理解ができた。UD の設
計的問題点の抽出ができた。

● もっと班以外の人とも関わりたかった。

● 出来ていない自分を改めて感じました。それに
気づいた事が今後大きな財産になると思います
し、忘れずに活かしていきたいと思います。

● 5 日間大変お世話になりました。八丈島空港、
飛行機、羽田での障がいのある方のお手伝いが
大変でした。キャンプ場で少しは出来る様になっ
たと思っていましたが、まだまだです。今後も
行動、意識を継続していきたいです。

研修プログラム受講者にアンケートに回答していただきました。

企業研修プログラムアンケート

そう思う
20.0％

そう思う
28.0％

とてもそう思う
74.0％

とてもそう思う
68.0％

ふつう
3.0％

無回答
3.0％

無回答
4.0％
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感謝の思い
今年も本当に多くの方々のお力添えにより、ユニバーサルキャンプを運営できました。
心より感謝申し上げます。
来年もまた、八丈島で会いましょう。
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